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1：50, 000  地質図幅
説            明            書 　　　　　　　　　　　　　　　　           ( 昭和 34 年稿 )

宮       津
( 金沢―第 75 号 )

 　本図幅地域の野外調査は，昭和 32 年から 33 年にわたり，延約 55 日の外業実動

日数を要して行なわれた。調査地域のうち主として北東部の新第三系分布地域は

黒田により，その他の地域は広川によって実施された。

I. 　 地　   　形

　この図幅地域は近畿地方北部に位置し，若狭湾の西縁を区切る与謝半島註 1) の基部

およびその周辺部を含んでいる ( 第 1 図参照 )。

　地域東側から若狭湾の支湾である宮津湾および栗
く ん だ

田湾が入り，その間を北東方に栗

田半島が突出している。宮津湾はさらに西方に阿蘇海という内湾を形成し，この両者

を境して有名な天橋立がある。

　この図幅地域全体を通じて，稜線の高さがほゞ一定で，細かく谷に刻まれた地形が

目立ち，完全に開析された隆起準平原を想わせる。一方稜線の高さは，半島部が 500

～ 600 ｍであるのに反し，その他の地区は約 400 ｍで，その間には地域北縁中央の溝

谷附近から，天橋立の北側江尻に至る線に示されるような明瞭な段がある。これは岩

質の差によるもので，半島部は新第三紀の礫岩や火山岩から構成されているのに反

し，その他の部分は風化侵蝕に対して，抵抗力の弱い花崗岩が主として露出している

ためである。

　地域内のおもな山は，南西部の足
いさなごやま

占山 (661.0 ｍ ) が例外的に花崗岩地域のなかにあ

るだけで，北東部の角突山・金剛童子山・内山東方の山 (610 ～ 700 ｍ )・地域西縁の菱
ひじ

註 1)  与謝半島は地域外北東方から本図幅地域にまたがっており，地域中央西寄りを北流する竹野川以東，宮

　　　津湾以北の区域が与謝半島の一部である。以下これを単に半島部と呼ぶ。
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　　第  1  図     若  狭  湾  西  部  地  域  要  図

山峠北方の山 (540 ｍ ) など，すべて新第三紀の岩石の露出する地域にある。

　地域内のおもな水系は，竹野川，南部で阿蘇海に注ぐ野田川および北西隅の網野川

で，半島部以外では，これらが主として北東－南西方向および南－北方向の網目状水系

をなしている。竹野川・五箇川・野田川などは幅約１k ｍの細長い冲積平野を伴ない，

阿蘇海や宮津湾沿岸で見られるように三角洲を形成している。

　この図幅地域を含めた若狭湾西部沿岸地域には，断層線崖や断層線谷と考えられる

ものがかなり多数認められている。この地域全体は新第三紀以後現在にいたるまでブ

ロック運動が著しい所で，その状況は昭和２年の丹後大地震の際の地盤の運動にもよ

く現われている。

II．  地　　 　質

II．1　概　　説

　この図幅地域は，いわゆる “ 山陰緑色凝灰岩層 ” の分布地域の南縁に相当し，か

つその最東端に位置している。おもな構成岩石は，新第三紀の火山岩および堆積岩

と，それらの基盤である花崗岩類である。

　花崗岩類は，山陰地方に広く露出する白堊紀末期とされているものの一部が，この
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第　1　表　　地　質　総　括　表

地域内のかなりの面積を占めて露出し，これとは別に新第三系を貫ぬく花崗閃緑岩が

ある。白堊紀末期とされている花崗岩中には，ルーフペンダントとしてホルンフェル

ス化した古生界がわずかに認められる。

　新第三系は，図幅地域北東部に分布するものと北西部に分布するものとがあり，前

者は「丹後由良」地質図幅・「冠島」地質図幅両説明書で与謝層群と呼んだ地層の続

きに相当するもので，この図幅でも与謝層群と呼び，北西部のものもこれに含めて記

載する。いずれも白堊紀の花崗岩の上に不整合に乗り，礫岩・砂岩・泥岩・火山岩の

熔岩および火山性砕屑物からなり，植物化石を含み，北西部のものは新第三紀の花崗

閃緑岩に貫ぬかれている。

　白堊紀の花崗岩 ( 粗粒花崗岩 ) は，しばしば新期花崗岩および少なくとも一部これに
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関係があるペグマタイト岩脈に貫ぬかれている。

　この図幅地域内には段丘堆積物はまれで，わずかに竹野川に沿ったものがある。

　この地域の地質を総括して，第１表に示す。

II．2　古生界 ( 大浦層 )45)

　この図幅地域内では南東隅にわずかに見られるが，その続きは東隣「丹後由良」，そ

の南の「舞鶴」および南隣「大江山」図幅地域内に連続して広く露出し，花崗岩類と

ともにこの地域全般の基盤をなしている。

　岩石は帯紫暗灰色を呈するホルンフェルス化した粘板岩および砂岩の互層で，塊状

をなし堅硬，緻密で，層理は認められない。

II．3　花  崗  岩  類 45)

　これは白堊紀末期のものと考えられているもので，図幅地域にもっとも広く分布し

ている。産状および岩質から，粗粒花崗岩・中粒～細粒花崗岩および新期花崗岩に区

別して記載する。

　II．3．1　中粒～細粒花崗岩

　これは図幅地域南部中央附近に小岩体をなして露出しており，粗粒花崗岩との関係

は明らかでない。中粒～細粒で，外観は胡麻塩状である。捕獲岩はほとんどなく，比

較的均質であるが，きわめてまれに長さ，幅ともに数ｃｍの不規則な淡紅色，粗粒の

部分が見られる。

　顕微鏡下では主として斜長石・石英・アルカリ長石・黒雲母および角閃石からな

り，斜長石・石英・アルカリ長石の容量比註 2) は第２図に示す通りである。斜長石は

半自形～自形を呈し，中性長石～亜灰長石である。幅の広い累帯構造を呈し，中核部

は灰長石成分に富むが，屈折率，複屈折率ともに低い鉱物に変質していることが多い。

　
註 2)　この図に示すものはポイントカウンターで測定したもので，ペルト石はアルカリ長石とし，斜長石内に

　　　 絹雲母が生じていても全体を斜長石として測定してある。
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Q： 石英  Or： アルカリ長石　Pl：斜長石　∨： 花崗閃緑岩 ( 新第三紀 )

　　　　　　　　  ∧： 新期花崗岩  ×： 中粒～細粒花崗岩  ・： 粗粒花崗岩

第  2  図    花崗岩類の斜長石・石英・アルカリ長石の容量比

ミルメカイトはきわめてまれである。ペルト石構造は明瞭でない。黒雲母は帯緑褐色

を，角閃石は少量で帯青緑色を示す。

　II．3．2　粗 粒 花 崗 岩 45)

　これは図幅地域において花崗岩類の大部分を占めて分布し，主として野田川以東の

ものは有色鉱物として黒雲母のほか，角閃石をかなり多く含み，他のものは角閃石を

きわめて少量含むかまたはまったく含まない。前者を角閃石黒雲母花崗岩，後者を黒

雲母花崗岩として記載する。捕獲岩の量は一般に角閃石黒雲母花崗岩に多く，黒雲母

花崗岩にはまれである。捕獲岩は輝緑岩～輝緑凝灰岩のような塩基性岩源と考えられ
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るもので，円形に近いものが多いが，楕円形や不規則な形に伸びたものもある。捕獲

岩の大きさは１ｍ大以下数ｍｍ大まであるが，数ｍｍ～数ｃｍのものが多い。図幅

地域中央部森本附近のものには，きわめて多量の捕獲岩が含まれ，やゝ伸びたものが

一定の方向に並んでいる。

　一般に粗粒，等粒で，淡紅色の長石を含む。図幅地域南西部のものはとくに粒度が大

きく，石英や長石は 2 ～ 3 ｃｍ大のことが多い。しかし，ところによってはアプライト

状で，細粒～中粒の部分 ( 図幅地域南西部，南東部の山中－新宮－奥山に至る道路沿

いなど) や，基質が中粒で斑状の部分 (図幅地域南東隅狩場から上漆原に至る道路沿い，

地域南部中央の石川附近，地域南西隅奥藤森附近など ) がある。捕獲岩中にも長石や

石英が斑晶状に見られることがある。アプライトの周辺部はしばしばペグマタイトに

なる。

　顕微鏡下では主として斜長石・石英・アルカリ長石・黒雲母および角閃石からな

り，黒雲母花崗岩としたものには角閃石を欠くことが多い。足占山附近のものは，し

ばしばチタン石や褐簾石の 3 ～ 4 ｍｍ大の結晶を含む。斜長石・石英・アルカリ長石

の容量比は第２図に示す通りである。石英は一般に波動消光を示さないが，足占山附

近のものは波動消光を示す。ペルト石構造は著しいが，微斜長石構造はまれで，宮津

湾東沿岸田井西方のものに見られる。斜長石は一般に新鮮で，その化学成分はほゞ中

性長石に相当し，一般に累帯構造は著しくないが，足占山のものには累帯構造が発達

している。ミルメカイトは本図幅地域の花崗岩類中もっともよく発達している。

　II．3．3　新 期 花 崗 岩

  これは白堊紀末期と考えられている花崗岩と一連のものであるかどうか分らない

が，こゝで述べる。図幅地域南半部の，一般に地形的に低い部分に点々と小岩体をな

して分布している。図幅地域西部大呂南東では粗粒花崗岩としたものを貫ぬき，ペグ

マタイトを胚胎しており，西隣城崎図幅地域のものはまれに円形で，数ｃｍ大の粗粒

花崗岩としたものと考えられる捕獲岩を含んでいる。その他の種類の捕獲岩はほとん

どみられない。図幅地域中央部附近のものおよびその南方のものは，花崗斑岩状でこ

れに属するかどうか明らかでないが，地質図ではこれと同一の色にしてある。
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　岩石は一般に中粒であるが粗粒の部分もある。淡紅色の長石に富み，有色鉱物の量

は甚だ少ない。顕微鏡下では主としてアルカリ長石・石英・斜長石および黒雲母から

なり，アルカリ長石・石英・斜長石の容量比は第２図に示す通りである。ペルト石構

造はあまり発達しない。斜長石は灰曹長石～中性長石で，累帯構造もミルメカイトも

ほとんど見られない。きわめて少量の絹雲母を生じていることがある。周縁部は新鮮

である。黒雲母はしばしば緑泥石化している。

II．4　新 第 三 系

　II．4．1　与 謝 層 群 6)29)43)45)

　この層群は，与謝半島で花崗岩を不整合に覆って露出する，新第三紀前～中期の堆

積岩および火山岩の総称で，この図幅地域内北東部から北隣「網野」，その東隣「冠島」

図幅地域内に広く分布する。

　図幅地域北西部で花崗岩を覆い，花崗閃緑岩および安山岩に貫ぬかれ，または覆わ

れる地層もまったく同時期の生成によるものと考えられるが，北東部のものとは別個

に記載する。

　図幅地域北東部のもの

　地域北東部の与謝層群は，ほゞＮ－Ｓの走向で東に 10 ～ 20°傾く単斜構造を示すが，

部分的にはかなり波曲して，奥波見・梅ガ谷で見られるように垂直近く傾斜すること

もある。厚さは全体として少なくとも 700 ｍ以上で，上限は不明である。この地域で

は岩質によって，野間火山岩層・礫岩層および砂岩泥岩層に区分されるが，これら相

互の関係は複雑であって，その模式化した状態を第３図に示す。

　野間火山岩層　この岩石は図幅地域北部から北方網野図幅地域にかけて広く分布

し，一般に花崗岩を直接覆っているが，一部では砂岩泥岩互層の上に整合的に載って

いる。この岩体の大部分は，径約 50c ｍを最大とする安山岩～玄武岩の角礫が，同質の

基質で膠結された凝灰角礫岩であるが，岩体西部の溝谷川に沿ったところでは熔岩や

紫色，紫褐色，赤褐色などに風化する凝灰岩ないし火山岩滓性の堆積物がある。東部

でも泥岩に接して玉葱状節理をもった熔岩が挾まれ，その附近には幅約 10 ｍの玄武
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第　3　図　A

I'-II' の図は I-II を堆積時の状態に復元したもの 　第 3 図 A の地点番号を結んだ線が

 　　　　　  B の断面線である

第  3  図  B　与 謝 層 群（下部累層）模 式 岩 相 図
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岩質の岩脈が多数認められるが，いずれも同時代のものであろう。

　また南側の内山近くには砂岩泥岩互層中に，火山岩滓層や火山円礫岩層が東に向か

って尖滅するような形で入っていることがある。岩石は安山岩～玄武岩である。

　玄武岩質の部分は岩体西縁の基底近くなどに見られ，暗灰色，堅硬，緻密である。

顕微鏡下では斑晶は主として少量の斜長石からなるが，まれに単斜輝石や橄欖石 ( ? )

の変質したものを含むことがある。石基は一般に間粒状組織を示し，主として斜長

石・単斜輝石・鉄鉱などからなり，一般に斜方輝石を含まないか，きわめて少量含

む。斜長石の核心部はしばしば褐色のガラス様のもので占められる。

　安山岩質の部分は暗灰色～灰色で，斑晶が目立つことが多い。あるところでは変質

され，緑泥石・緑簾石・方解石などが生じており，しばしば沸石 ( ? ) が球状に空隙を充

している。顕微鏡下では斑晶は斜長石・単斜輝石・斜方輝石からなる。斜長石は累帯

構造を示し，ある帯は虫喰状になっている。単斜輝石はしばしば双晶を示し，斜方輝

石は単斜輝石に取囲まれることがある。海岸の里波見北方の岩脈状のものは石英を含

んでいる。斑晶の大きさは石基の大きさと漸移することがある。石基は塡間組織を示

すこともあるが，結晶度が高く間粒状組織を示すことも多く，組織の点で玢岩といっ

た方がよいこともある。石基の構成鉱物は斜長石・単斜輝石・斜方輝石・鉄鉱・ガラ

スなどで，単斜輝石と斜方輝石との量比は変化する。単斜輝石はしばしば双晶を示

し，斜方輝石は単斜輝石に取り囲まれることがある。

　礫岩層　この地層は，与謝層群分布地域の南部にとくに著しく発達し，北東に向か

って薄くなる。この地層が基盤の花崗岩類に接する部分は，主として花崗岩の径１m

以上にも及ぶ亜角礫が，同質の砂で膠結されたもので，全体が赤褐色を帯び，同時

に基盤の花崗岩類も赤色を帯びており，かなり風化変質 ( ? ) した状態にあった地表面

に，この地層が堆積を開始したと考えられる。

　この地層の下部は基底礫岩としての性質をもち，礫の種類は基盤の花崗岩類が圧倒

的に多く，石英斑岩や玢岩類・珪岩・ホルンフェルスがこれに次ぐ。礫の大きさは径

２m に及ぶものもまれではない。通常は直径 30 ～ 50cm のよく磨かれた円礫が，花

崗岩質の基質で堅く膠結されている。この部分は堆積盆地生成初期の扇状地性堆積物

と考えられ，巨礫の存在は，堆積の場に隣接して南西側に，かなり比高の大である山

地を推定させる。
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　この地層の上部に移るに従って，径 10cm またはそれ以上のよく磨かれた安山岩の

円礫が混入するようになる。安山岩は暗灰色の塩基性のもので，前述の野間火山岩中

の玄武岩質のものとほとんど変わらない。

　木子南方から東方にかけては，後述する砂岩泥岩層の上にくる，非常に堅硬な石英

質砂岩に引き続いて，礫岩が地形上明らかに区別できる山 ( 汐霧山など ) を形成して分

布している。この礫岩の礫には，花崗岩のほかに野間火山岩層に由来する円礫が非

常に多く，奥波見附近では，ほとんど玄武岩質の円礫からなる火山礫岩性の礫岩もあ

る。地域東方では，この礫岩が基底礫岩の上にのるようになり，かつ基底礫岩と区別

できないので，この地質図幅では一括したが，基底礫岩と上部の礫岩との間には，堆

積の間隔があるかも知れない。

　砂岩泥岩層　この地層は基底礫岩から始まる礫岩層に引き続いて堆積したもの

で，礫岩のなかの砂岩の夾みが厚くなって，遂に 1 枚の地層を形成するようになった

所に始まる。この地層の下部は主として花崗岩質の砂岩からなり，シルト岩や礫岩の

厚さ 0. 3 ～ 2 m の層を挾むが，上位にゆくに従って泥岩が増加するようになる。厚さ

は 200 ～ 300 m で，北方にゆくに従って厚くなり，南方では礫岩中に尖滅する。

　砂岩は褐灰色～灰色，花崗岩質で，風化すれば茶褐色の軟かい砂となる。塊状で層

理ははっきりしないが，泥岩を挾みまたはこれと互層することが普通であって，これ

によって地層の走向・傾斜を知ることができる。

　泥岩は暗灰色～灰白色で層理は明瞭である。風化すれば赤褐色となる。とくに分布

地域西方の木子・味土野附近のものは，暗褐色を示しかなり凝灰質である。

　上世屋北方のこの地層のなかには，ガラス質の小角礫や変質安山岩の火山岩礫を含

む，やゝ粗鬆，帯緑灰白色，厚さ約 2 m の凝灰岩の層があり，部分的に鍵層として

役立つ。また泥岩中に黄白色の凝灰質泥岩があって，暗灰色の泥岩と約 30 cm の厚さ

をもって互層する。さらに上世屋西方では，厚さ約 15 cm の亜炭の層が数枚認めら

れるが，連続しない。

　この地層は，砂岩中にうすく挾まれる泥岩や，凝灰質の泥岩のなかに頻繁に植物の

破片を含み，野間火山岩に近い木子・味土野・小杉附近の凝灰質泥岩中には，比較的

保存良好の植物化石を産する。その層準は大体鍵層となる凝灰岩層のやゝ下位で，植

物の種類は次の通りである。
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　Taxodium distichuin，Zelkowa serrata，Carpinus laxiflora， Carpinus carpinoides， 

　Quercus， acutissima， Quercus glauca， Fagus ferruginea， Fagus japonica， Fagus 

　sp.， Micromeles japonica， Micromeles alnifolia， Tilia distans， Tilia sp.， Magn-

　olia ?， Populus sp.， Salix ?， Diospyros ?， Acer sp.

　図幅地域北西部のもの 47)48)

　地域北西部の与謝層群は分布状態および走向・傾斜からみて，ほゞ南北に伸びる盆

状構造または向斜構造が推定されるが，走向・傾斜はところによってかなり変化す

る。厚さは厚いところで 300 m 以上と推定される。層序および岩質から，泥岩層およ

び切畑凝灰岩層に区分される。

　泥岩層　この層は主として泥岩～シルト岩からなるが，下部には砂岩が挾まれ，基

底部には薄い礫岩の見られるところもある。地域内では層厚は約 100 ｍと推定され

る。

　礫岩は西隣城崎図幅地域では，本層群の基底部に径 1. 5 ｍに達する礫を含み，かな

り厚いが，本図幅地域では薄く不整合面を覆い，あるいは砂岩・泥岩からなる層に挾ま

れる。礫岩は郷から新庄に行く道路側，郷の南西，網野駅南西の線路沿い，切畑南方な

どに見られる。層厚は約 0. 5 ～ 1 ｍで，礫は数 cm 大の主として花崗岩の円礫からな

るが，チャート・砂岩・変質安山岩などの礫を含むこともある。膠結物は一般に花崗

岩の風化産物の砂であるが，切畑南方では凝灰質である。

　砂岩は細粒～粗粒で一般に薄い。網野駅南西では層理は比較的明瞭で，泥岩との境

界は明確である。そこでは厚さ約 40 cm で，灰白色～帯褐灰白色，粗粒，等粒，アル

コーズで緑簾石を多く含む。同駅南では帯青灰色，細粒で風化面は帯褐黄色を示して

いる。

　泥岩～シルト岩は砂質泥岩の部分もあり，一般に灰色を示すが ( 部分的に帯緑色 )，

網野駅西の鉄道沿線や郷南西などには暗灰色，凝灰質 ( ? ) 泥岩がみられる。一般に

塊状で層理は明瞭でないが，切畑南方２km のところでは層理は比較的明瞭であり，

城崎図幅地域北東縁の日和田東ではよく成層している。風化面は一般に褐黄色である

が，凝灰質 ? の部分では帯紫褐色～赤褐色である。化石は発見されないがところによ

り植物質の微破片を含む。

　切畑凝灰岩層  この層は粗粒花崗岩および泥岩層を覆って分布し，層序および岩質
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から下部と上部とに分けられる。

　下部：この地層は泥岩層および花崗岩を覆っている。層厚は厚い部分で 100 ｍ以上

ある。主として帯緑灰色の凝灰岩からなり，砂岩・泥岩および凝灰角礫岩を挾むこと

がある。一般に層理はないが菱山峠東などでは部分的に流理の見られることがある。

凝灰岩の構成物は一般に安山岩～酸性安山岩質であって，凝灰岩は 2 cm 大以下の，

ガラス質部分から変わったと考えられる緑色部や軽石質のもの，ときに５cm 大の安

山岩の角礫を灰色安山岩質凝灰質物で膠結したものである。しかし基盤の花崗岩やそ

の構成鉱物をかなり含む部分 ( 郷の南 2. 5 km 附近，菱山峠東方など ) や新第三系の泥

岩を含む部分 ( 網野駅西方鉄道沿線，郷の南南西 2 km など ) もある。また新庄西南西

などには細粒の緑色凝灰質砂岩の部分もある。

　顕微鏡下で見ると主要構成物は一般に斜長石，各種組織をもつ安山岩の，普通 2cm

大以下の種々の形状を示す角礫～亜角礫およびガラス質 ( ？ ) 部分で，これらの一部お

よび有色鉱物は方解石・緑泥石・緑簾石・鉄質物などに交代されている。まれに石英を含

む。

　上部：本岩は新庄西南西，切畑南西などでは岩相の点で下部のものと漸移し，後者

と区別し難い部分もあるが，一般に後者より堅硬，緻密で緑色のパッチは少ない。ま

た本庄南西，郷南西などには流理構造が見られ，そこではときに丸みを帯び，ときに

角ばった 4 cm 大以下の頁岩やガラス質部を含み，風化面には細長く伸びた長さ 2 ～ 3

cm の孔隙 ( ガラス質部分の除かれた部分 ?) が流動状に排列している。また新庄南西，

郷南西などには柱状節理が発達し角柱状に割れる。

　本岩の分布地域の高い部分には，明らかに安山岩の転石が見られるが，その分布区

域や本岩との関係が明らかでないので，地質図ではとくに区分していない。

　顕微鏡下で見ると斑晶状を示すものとしては，一部方解石に交代された自形～他形

の斜長石が多く，有色鉱物を交代したと考えられる緑泥石および緑簾石もあり，きわ

めてまれに単斜輝石を含む。凝灰岩層としたものに較べ安山岩の角片は小さく，量も

きわめて少ない。基質の部分は主として流動構造を示すガラス～脱ガラス質のもの ( と

きに球顆状構造を示す ) からなり，斜長石の小角片や緑泥石・鉄鉱などを含む。斑晶

および石基を貫ぬいて緑簾石方解石脈・石英脈などが見られる。
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　II．4．2　花 崗 閃 緑 岩

　 図幅地域西縁中央附近の白堊紀末期とされている花崗岩より高いところに，ほゞ南

北に細長く伸びて露出している。白堊紀末期とされている花崗岩 ( こゝで粗粒花崗岩と

したもの ) との関係は明らかでなく，境界附近では区別し難い。新第三系を貫ぬき ( 切

畑部落南方 2 km など )，これに岐状に入り込み，緑泥石化作用，絹雲母化作用などの

軽度の変成作用を及ぼしている。凝灰岩～安山岩の捕獲岩 ( 幅約 3 ｍ，長さ約 10 ｍ ) な

どを多く含む ( 切畑から城崎図幅地域円頓寺に至る道路沿いなど ) が，白堊紀末期とさ

れている花崗岩に見られるような塩基性捕獲岩はきわめてまれである。粗粒でペグマ

タイト脈やアプライト脈はほとんどなく，黒雲母は緑泥石化されており，風化面は一

般に黄褐色に汚れている。

　顕微鏡下では主として斜長石・石英・アルカリ長石および緑泥石に交代された黒雲

母からなり，斜長石・石英・アルカリ長石の容量比は第２図に示す通りである。有色

鉱物の量は無色鉱物の約３%である。ペルト石はかなり見られる。斜長石は灰曹長石

～中性長石で，そのなかに多量の絹雲母を生じている。累帯構造はほとんど示さず，

ミルメカイトはきわめて微量でアルカリ長石と接する縁辺部は新鮮である。黒雲母は

ほとんど緑泥石に交代されている。

　II．4．3　安山岩および岩脈

  この種岩石は図幅地域北西隅と郷の南西とに分布している。網野駅南西の鉄道沿線

ではしばしば泥岩を，また新庄附近では凝灰岩を岩脈状に貫ぬいており，本岩のなか

や母岩にしばしば黄鉄鉱が鉱染している。切畑凝灰岩層上部との直接の関係は不明で

ある。

　岩石は一般に灰色～暗灰色，堅硬，緻密で，斑晶がきわめて少ないが，網野図幅地

域近くでは斑晶が普通に見られる安山岩の転石もある。

　顕微鏡下で見ると，斑晶は斜長石と緑泥石に交代された有色鉱物とである。石基は

間粒状組織ないし塡間組織を示し，構成鉱物は斜長石・単斜輝石・斜方輝石・ガラス・

鉄鉱などである。単斜輝石は双晶を示すことがある。
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II．5　第　四　系

　II．5．1  段 丘 堆 積 物

　本堆積物は竹野川および野田川の流域に発達する冲積平地の縁辺部において，花崗

岩を覆って点々と小区域に分布している。本堆積物時代は確実ではないが，分布状

態，岩相などからみて洪積世のものであろう。その厚さは 40 ｍ以上のところがあり，

地表には畠がつくられている。

　花崗岩を不整合に覆うところでは基底部が砂岩である場合 ( 竹野川流域の内記北方，

長岡北西方など ) と，直接花崗岩との接触部は見られないが層位関係からみて礫岩で

ある場合 ( 野田川流域の明石・奥地附近 ) とがある。

　岩相は礫質，砂質および泥質の諸相からなり，それらが一般に厚さ 1 ～ 3 ｍの単位

で順序不同に重なっており，境界は漸移する場合と急変する場合とがある。また，そ

れらの岩相がレンズ状に他の岩層のなかに挾まれることもある。明石および四辻附近

には厚さ 15 ～ 30 cm の暗灰色の泥炭質部が，泥岩ないし砂岩に挾まれている。

　礫層の礫の大きさは 20 cm 大以下各種で，その下部に含まれる礫は一般に大きい。

形は丸いものから角はとれているが角ばったものまであり，礫の種類は大部分花崗岩

類であるが，明石附近にはまれに古生層のチャートや粘板岩を含み，内記附近では安

山岩の礫を含んでいる。基質はほとんど花崗岩類の風化産物である。

　砂層はアルコーズで粗粒から細粒にわたり，粒度においては泥相に移過する。泥層

は帯青灰白色～灰白色で，風化面は褐色を示す。

　II．5．2  崖    錐

　崖錐は，宮津湾沿岸の日置から男山にかけての山麓によく発達する。構成物は，与

謝層群の礫岩層および花崗岩に由来する砂および亜角礫である。

　宮津市街南方の今福・柿ガ成附近，その西方の香河・奥山・須津附近には，主とし

て花崗岩砂からできている扇状地性の堆積物が発達し，地表には水田がつくられてい

る。
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II．5．3　冲　積　層

　冲積層は，砂・泥・礫から構成され，おもな川に沿って分布しているほか，阿蘇海

の周辺や宮津湾岸の一部地域にみられる。

　栗田湾の沿岸・日置海岸および江尻の海岸には小規模ながら浜砂が集積している。

江尻から SSW 方向に約 3km の長さに伸びる天橋立は，世屋川およびそれ以北の海

岸に排出される砂が，沿岸流により運ばれてできた砂嘴である。

　　　　　　　　　　　　　III．応　用　地　質

                III．1  ペグマタイト 20) ～ 26)30) ～ 32)34)35)37) ～ 39)41)42)

　ペグマタイトは粗粒花崗岩および新期花崗岩としたものに胚胎されるが，現在稼行

されているものはない。その概要を第 2 表に示す。

　第 2 表    ペグマタイトの概要  ( 主として文献による )
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+++：甚だ多量，　++：多量，　+：普通，　±：少量，　？：不確実

III.   2　石　材 40)45)

　石材として採掘されている岩石は花崗岩類と緑色凝灰岩とである。

　花崗岩類から採掘される石材の採掘場は図幅地域南部の中央附近から東方にかけて

存在し，石材は中粒～細粒花崗岩と粗粒の角閃石黒雲母花崗岩とから採掘されている。

　中粒～細粒花崗岩から採掘される石材は俗に玉の木石といわれ，捕獲岩はほとんど

なく灰色，均質である。風化から残された玉石から採掘しているが，岩盤に達しよう

としているところもある。採掘場は日晩寺の北西に 4 カ所，北東に 1 カ所ある。いず

れもトラック道路から 60～100 m の高さのところに設けられ，300～500 m の距離を

「そり」で運搬している。用途は石碑・割石などである。この石材の産額は月約 500

切で，調査当時は需要におわれており，販路は豊岡・舞鶴・福知山などである。

　角閃石黒雲母花崗岩から採掘される石材は俗に石川石または粗目石といわれ，暗灰

色の大小，不定形の捕獲岩があるので均質でない。淡紅色の長石を含む。風化から取り

残された玉石から採掘されている。採掘場は奥山の南西および東にあり，トラック道

路から 100 m 以上の高さにあり，1 km 以上も「そり」で運搬している。用途は間知

石・割石・土台石などで，切口 0. 4㎡，長さ 4 ｍに達する角材が採れる。販路は近村
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で，産額は年 2,000 ～ 2,500 切である。

　緑色凝灰岩から採掘される石材の採掘場所は網野駅西南酉 2 km，郷南西 2 km およ

び菱山峠東方にあるが，調査当時，網野駅西南西のところ 1 カ所で採掘されていた。

石質はやゝ軟らかく間知石などに用いられるが，需要は少ない。

附　丹後大地震註 3)

　昭和 2 年 (1927 年 )3 月 7 日 18 時 28 分頃，この図幅地域を中心として烈震が発生し

た。この地震によって著しい被害を受けた地域は，鉄道宮津線の通っている竹野川お

よび野田川沿いの低地で，全潰および全焼家屋約 2 万戸，死者約 2,900 名の損害があ

った。この地震の震央は地域北西隅の網野町郷 ( 旧称郷村 ) 附近で震源の深さは 20 km

以内と推定されている。

　この地震に伴なって数多くの変動が観察されたが，とくに著しいものは郷村断層・

山田断層と称する 2 つの地震断層が発生したことである。次にこれらの変動の概略に

ついて触れてみる ( 第 4 図参照 )。

　郷村断層　この断層は北隣網野図幅地域の海岸に始まり，網野駅附近・郷・生野

内・峰山西方・長岡・善王寺を通って SSE に走り，最南端は三重附近に及ぶ数本の

雁行断層からなる。変位のもっとも著しい部分は，網野駅南方 2 ｋｍの高橋附近で，

側方に 250 cm，垂直に 57 cm の変位を示している。この変位は全体として断層西側の

地塊の隆起と，東側および西側の地塊とが大体等量ずつ北方および南方へ移動したも

のと推定される。

　この断層は，図幅地域北方の海岸で新第三紀層の岩盤を貫通し，生野内や峰山西方

では花崗岩中に擦痕を生じさせている。

　山田断層　この断層は，図幅地域南部の四辻附近から ENE に延び，上山田・丹後

山田駅附近から岩滝の海岸に走っている。この方向は，宮津湾・阿蘇海および野田川

沿いの低地の北縁を区切る断層線崖に一致している。この断層は上山田附近で水平方

向に 80 cm，垂直方向に 40 cm の相対的変位を記録し，全体としては北側の地塊が隆

起し，かつ東方に移動したと解釈されている。

　註 3)　以下の記述は主として文献 7)8)9)15)16) による。
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この断層は，上山田附近の鉄道宮津線のトンネル南入口附近で，花崗岩の岩盤中を

貫通している。

　土地の隆起と沈降　地震発生直後に見られた現象としては，上記２断層に沿った水

田に水が集中して沼地となったこと，岩滝附近および男山南方の水田が沈下して海水

が侵入したことが記録されている。図幅地域北方の海岸では最大 80 cm の地盤の隆起

があって . 新しく海蝕段丘が形成された。

　その他の地変　地震発生後，岩滝西方の弓ノ木に新しい湧泉 (20℃ ) がみいだされた

が，数日後には温度が低下したという。岩滝南方の水田では噴水が起こり，それに伴

なって砂泥を噴出した。郷村断層および山田断層附近の丘陵では多くの山崩れが発生

したが，これは表土が震動によって滑り落ちたものである。

　これらの変動を総合してみると，現在の地表の起伏状態から推定される地盤の運動

の形態と，丹後大地震によって発生した地盤の運動の形態とが一致している点に重要

な意味がある。

　この図幅地域を始めとする若狭湾西部沿岸地域に，新第三紀以後地盤のブロック運

動が烈しく行なわれていたということは，東方に緩く傾斜している新第三紀の地層

のなかに著しく擾乱した部分や，直立に近い傾斜を示す部分がしばしば認められるこ

と，海岸線の輪廓が直線の組合わせによってつくられていること，この地域に破砕帯

地辷りの性格をもつ地辷べりが分布していることによっても暗示される。

　この地盤のブロック運動が現在なお継続しており，しかもその動きが現在までの地

盤運動の傾向を，さらに助長していることが丹後大地震で示された。地震の際に発生

した新しい断層が，地形的に推定される断層にほゞ一致していることから考えて，花

崗岩中に発見される断層は活断層の状態にあるとみてさしつかえないであろう。

　なお，昭和２年３月７日以降約１年半にわたる余震の観測の結果，郷村断層以西お

よび山田断層以南の地域に余震が発生し，与謝半島部に当る郷村断層以東・山田断層

以北にほとんど余震の震源が見られないことは，注意すべき事実である。

　過去の資料に基づく若狭湾西部地域の地震発生年代表を次に示す。
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　註 4)　現在の冠島 (?) が覆没して無人島となり，余震は 3 日間絶えなかったという。

　註 5)　宮津において，道路の亀裂，泥土の噴出，家屋の倒潰があった。

　註 6)　但馬地震。震央は西隣図幅地域内の円山川河口附近。地震断層 ( 田
た い

結断層，延長 1,500m)

　　　　が震央附近に発生した。
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(Abstract) 

G E O L O G Y 

        General remarks 

    T h e  a r e a  o f  t h i s  s h e e t - m a p  i s  l o c a t e d  o n  t h e  w e s t e r n  s i d e  o f  t h e 

Wa k a s a  b a y,  t h e  n o r t h e r n  p a r t  o f  t h e  c e n t r a l  J a p a n ,  a n d  o c c u p i e s  t h e 

eas te rn  end  o f  the  so -ca l l ed  “San '  in  g reen  tu ff  fo rmat ion ”  i n  the  coas ta l 

r e g i o n  o f  t h e  S e a  o f  J a p a n .  T h e  M i o c e n e  r o c k s ,  c o n s i s t i n g  o f  c o n g l o m -

e r a t e ,  s a n d s t o n e ,  m u d s t o n e ,  a n d e s i t i c  t o  b a s a l t i c  l a v a ,  t u f f - b r e c c i a  a n d 

t u f f ,  o v e r l i e  u n c o n f o r m a b l y  C r e t a c e o u s  g r a n i t i c  r o c k s .  T h e s e  M i o c e n e  

r o c k s  a r e  c a l l e d  t h e  Yo s a  g r o u p .



      T h e  N e o g e n e  g r a n i t i c  r o c k  i s  i n t r u d e d  i n t o  t h e  C r e t a c e o u s  g r a n i t i c  

r o c k s  a n d  t h e  Yo s a  g r o u p .  T h e  a n d e s i t e  c o v e r s  t h e  Yo s a  g r o u p .  

       T h e  s u m m a r y  o f  g e o l o g y  o f  t h e  a r e a  i s  s h o w n  i n  Ta b l e  1 .  

Ta b l e  1

  

      P a l e o z o i c  

     T h e  P a l e o z o i c  r o c k s  o c c u r  o n l y  i n  t h e  s o u t h e a s t e r n  c o r n e r  o f  t h e  

a r e a ,  a n d  i s  n a m e d  t h e  O u r a  f o r m a t i o n .  T h e  r o c k s  a r e  c h i e f l y  c l a y s l a t e  

a n d  s a n d s t o n e  m e t a m o r p h o s e d  i n t o  m a s s i v e ,  h a r d  a n d  d a r k  p u r p l i s h  

h o r n f e l s  b y  g r a n i t e .
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       G r a n i t e s  

       T h e  r o c k  i s  p e t r o g r a p h i c a l l y  d i v i d e d  i n t o  t h e  f o l l o w i n g  t h r e e  t y p e s ,  

n a m e l y  t h e  C o a r s e - g r a i n e d  g r a n i t e ,  M e d i u m -  t o  f i n e - g r a i n e d  g r a n i t e  a n d  

Yo u n g e r  g r a n i t e .  

      T h e  C o a r s e - g r a i n e d  g r a n i t e  i s  i n  c o n t a c t  w i t h  t h e  P a l e o z o i c  r o c k s  

a l t e r e d  t o  h o r n f e l s .  I t  i s  c o m p o s e d  o f  b i o t i t e  g r a n i t e  a n d  h o r n b l e n d e -

b i o t i t e  g r a n i t e ,  t h e  l a t t e r  o f  w h i c h  h a s  m o r e  i n c l u s i o n s  o f  b a s i c  r o c k s  

t h a n  t h e  f o r m e r.  B o t h  g r a n i t e s  a r e  g e n e r a l l y  c o a r s e - g r a i n e d ,  a n d  b e a r  

a p l i t e  a n d  p e g m a t i t e  v e i n s .  B u t  a t  s o m e  p l a c e s  c l o s e  t o  t h e  P a l e o z o i c  

r o c k s ,  t h e y  a r e  m e d i u m - g r a i n e d  o r  p o r p h y r i t i c  i n  t e x t u r e .  

      T h e  m e d i u m -  t o  f i n e - g r a i n e d  g r a n i t e  i s  n o t  o b v i o u s  i n  r e l a t i o n  t o  

t h e  C o a r s e - g r a i n e d  g r a n i t e .  I t  i s  h o m o g e n e o u s  i n  m i n e r a l  c o m p o s i t i o n ,  

h o l d i n g  n o  i n c l u s i o n s .  T h e  z o n a l  s t r u c t u r e  o f  t h e  p l a g i o c l a s e  i s  m o r e  

d e v e l o p e d  t h a n  t h a t  o f  t h e  o t h e r  g r a n i t e s .  T h e  m a f i c  m i n e r a l  i s  b i o t i t e  

a n d  h o r n b l e n d e .  

      T h e  Yo u n g e r  g r a n i t e  i s  i n t r u d e d  i n t o  t h e  C o a r s e - g r a i n e d  g r a n i t e ,  

a n d  h a s  a  f e w  o f  s m a l l  r o u n d  i n c l u s i o n s  o f  t h e  C o a r s e - g r a i n e d  g r a n i t e .  

I t  i s  l e s s  i n  m a f i c  m i n e r a l s  a n d  r i c h e r  i n  a l k a l i - f e l d s p a r  t h a n  t h e  o t h e r  

g r a n i t e s .  

       Yo s a  g ro u p  

      T h e  Yo s a  g r o u p  c o v e r s  t h e  g r a n i t e  w i t h  a n  u n c o n f o r m i t y  i n  t h e  

n o r t h e a s t e r n  a n d  n o r t h w e s t e r n  p a r t s  o f  t h e  a r e a ,  a n d  i s  l i t h o l o g i c a l l y  

d iv ided  in to  f ive  members ,  name ly  the  Noma  vo lcan ic s ,  t he  cong lomera te  

m e m b e r ,  t h e  s a n d s t o n e  a n d  m u d s t o n e  m e m b e r ,  t h e  m u d s t o n e  m e m b e r  

a n d  t h e  K i r i h a t a  t u f f  m e m b e r.  

      T h e  N o m a  v o l c a n i c s  c o v e r  g r a n i t e s ,  a n d  p a r t l y  r e s t s  o n  t h e  m u d -

s t o n e  i n  t h e  e a s t e r n  p a r t .  T h e y  a r e  c o m p o s e d  o f  c o m p l i c a t e d  a c c u m u l a -

t i o n  o f  l a v a ,  t u f f - b r e c c i a ,  t u f f  a n d  s c o r i a c e o u s  s e d i m e n t s  o f  b a s a l t  t o  

a n d e s i t e .  T h e  l a v a  s h o w s  o f t e n  o n i o n - s t r u c t u r e ,  a n d  t h e  t u f f - b r e c c i a  

c h a n g e s  i n t o  v o l c a n i c  c o n g l o m e r a t e ,  t h i n n i n g  o u t  t o w a r d s  e a s t .  

   T h e  c o n g l o m e r a t e  m e m b e r  i s  c o m p o s e d  m a i n l y  o f  c o n g l o m e r a t e ,  

o v e r l y i n g  g r a n i t e  w i t h  a n  u n c o n f o r m i t y.  P e b b l e s  o f  t h e  c o n g l o m e r a t e
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are  chief ly  grani te ,  par t ly  quar tz  porphyry,  quar tz i te ,  hornfe ls  and the  same 

o n e s  a s  t h e  N o m a  v o l c a n i c s .  T h e  p e b b l e s  o f  v o l c a n i c  r o c k s  i n c r e a s e  

i n  a m o u n t  u p w a r d s .  

      T h e  s a n d s t o n e  a n d  m u d s t o n e  m e m b e r  o v e r l i e s  t h e  N o m a  v o l c a n i c s  

a n d  c o n g l o m e r a t e ,  a n d  c o n s i s t s  o f  g r e y i s h  b r o w n  a r k o s i c  s a n d s t o n e ,  

g r ey i sh  muds tone ,  g r ey i sh  g r een  t u f f  and  ye l l owi sh  t u f f aceous  muds tone .  

T h e  m e m b e r  o f t e n  c o n t a i n s  f r a g m e n t s  o f  p l a n t  f o s s i l s ,  a n d  t h i n  b e d s  o f  

l i g n i t e  i n  t h e  u p p e r  h o r i z o n .  T h e  t u f f a c e o u s  m u d s t o n e  y i e l d s  p l a n t  

f o s s i l s ,  s u c h  a s  Ta x o d i u m  d i s t i c h u m ,  Q u e rc u s  a c u t s s i m a ,  e t c .  

      T h e  m u d s t o n e  m e m b e r  l i e s  o v e r  g r a n i t e  i n  t h e  w e s t e r n  a r e a  o f  t h i s  

s h e e t - m a p ,  a n d  t h e  b a s a l  c o n g l o m e r a t e  i s  n o t  f o u n d .  

      The  K i r iha t a  t u f f  member  ove r l i e s  t he  muds tone  member  and  g ran i t e .  

T h e  m a i n  c o n s t i t u e n t  o f  t h e  l o w e r  p a r t  i s  a n d e s i t i c  t u f f  a n d  t u f f - b r e c c i a  

i n t e r c a l a t i n g  g r e e n  s a n d s t o n e ,  a n d  t h a t  o f  t h e  u p p e r  p a r t  i s  h a r d  t u f f .  

     A s  a  w h o l e ,  t h e  g r o u p  i s  m i d d l e  t o  u p p e r  M i o c e n e  i n  a g e ,  m o r e  

than  700m in  th ickness ,  and shows genera l ly  monocl inal  s t ruc ture  inc l in ing  

t o  t h e  e a s t  i n  t h e  n o r t h e a s t e r n  p a r t  o f  t h e  a r e a ,  a n d  b a s i n  s t r u c t u r e  o f  

a  s m a l l  s c a l e  i n  t h e  w e s t e r n  p a r t .  

      G r a n o d i o r i t e  

      The  rock  i s  in t ruded  in to  the  Neogene  format ion ,  which  i s  ch lor i t i z e d  

o r  s i l i c i f i e d  a n d  i n c l u d e d  i n  t h e  g r a n o d i o r i t e  a s  m a n y  b i g  x e n o l i t h e s .  

T h e  r o c k  h a s  n o  b a s i c  i n c l u s i o n s  a s  s e e n  i n  t h e  C o a r s e - g r a i n e d  g r a n i t e .  

T h e  a m o u n t  o f  p l a g i o c l a s e  i s  l a rg e r  t h a n  t h a t  o f  a n y  a b o v e - m e n t i o n e d  

g r a n i t e s .  A l o t  o f  s e r i c i t e  i s  p r o d u c e d  i n  p l a g i o c l a s e ,  a n d  b i o t i t e  i s  

g e n e r a l l y  a l t e r e d  t o  c h l o r i t e .  

       A n d e s i t e  a n d  i t s  d y k e  

      T h e  r o c k ,  c o m p a c t  a n d  h a r d ,  i s  i n t r u d e d  i n t o  t h e  N e o g e n e  f o r m a -

t i o n  a n d  o v e r l i e s  t h e  s e d i m e n t s .  T h e  p h e n o c r y s t s  a r e  p l a g i o c l a s e  a n d  

c h l o r i t i z e d  m a f i c  m i n e r a l s ,  a n d  t h e  g r o u n d m a s s  c o n s i s t s  o f  p l a g i o c l a s e ,  

m o n o c l i n i c  p y r o x e n e ,  r h o m b i c  p y r o x e n e ,  g l a s s ,  i r o n  o r e ,  e t c .
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       Q u a t e r n a r y  

     T h e  r i v e r  t e r r a c e  i s  s e e n  a l o n g  t h e  v a l l e y  o f  t h e  Ta k e n o  a n d  t h e  

N o d a  r i v e r s .  I t s  s e d i m e n t s  a r e  a l t e r n a t i o n s  o f  g r a v e l ,  s a n d  a n d  c l a y.  

       Ta l u s  d e p o s i t s  c o m p o s e d  o f  b r e c c i a s  o f  g r a n i t e  a n d  a r k o s i c  s a n d  a r e  

f o u n d  i n  t h e  c o a s t a l  r e g i o n  a l o n g  t h e  M i y a z u  b a y.  

       A l l u v i a l  d e p o s i t s  c o m p o s e d  o f  g r a v e l ,  s a n d  a n d  c l a y  a r e  d i s t r i b u t e d  

a l o n g  t h e  r i v e r s  a n d  i n  t h e  c o a s t a l  r e g i o n .  

      B e a c h  s a n d s  a r e  s e e n  o n  t h e  c o a s t  l i n e .  A r e m a r k a b l e  s a n d  s p i t ,  

n a m e d  t h e  A m a n o - h a s h i d a t e ,  a b o u t  3  k m  l o n g ,  h a s  b e e n  c a u s e d  b y  t h e  

c o a s t - s t r e a m  i n  t h e  M i y a z u  b a y.  

E C O N O M I C  G E O L O G Y  

       P e g m a t i t e  

      A l o t  o f  s m a l l  p e g m a t i t e  i s  f o r m e d  i n  t h e  C o a r s e - g r a i n e d  g r a n i t e  

a n d  Yo u n g e r  g r a n i t e ,  b u t  a n y  o f  t h e m  i s  n o t  u n d e r  w o r k i n g .  T h e y  

a r e  m a i n l y  c o m p o s e d  o f  q u a r t z  a n d  a l k a l i - f e l d s p a r,  a n d  c o n t a i n  m i n e r a l s  

s u c h  a s  i l m e n i t e ,  z i r c o n ,  m o n a z i t e ,  f e rg u s o n i t e ,  t i t a n i t e ,  t s c h e f f k i n i t e ,  

a l l a n i t e  a n d  x e n o t i m e .  

       B u i l d i n g  s t o n e  

       The  Coarse-gra ined  grani te  (hornblende-b io t i te  gran i te )  and  Medium-

t o  f i n e - g r a i n e d  g r a n i t e  a r e  q u a r r i e d  c h i e f l y  f o r  p u b l i c  w o r k s  a n d  t o m b -

s t o n e .  T h e i r  p r o d u c t i o n  i s  a b o u t  6 0 0  t o n s  a  y e a r.  T h e  t u f f  i s  q u a r r i e d  

o n  a  s m a l l  s c a l e  f o r  l o c a l  u s e s .  

A p p e n d i x  :  T h e  Ta n g o  E a r t h q u a k e  o f  1 9 2 7  

      T h e  d e s t r u c t i v e  e a r t h q u a k e  t o o k  p l a c e  o n  M a r.  7 ,  1 9 2 7  a t  1 8  h  

2 7 . 6 m i n .  o n  t h e  w e s t e r n  s i d e  o f  t h e  Wa k a s a  b a y,  w h i c h  i s  c a l l e d  t h e  

g r e a t  Ta n g o  e a r t h q u a k e .  T h e  e p i c e n t e r  o f  t h e  p r i m a r y  s h o c k  w a s  i n  

t h e  n o r t h w e s t e r n  c o r n e r  o f  t h e  a r e a  m a p p e d ,  n e a r  Gō - m u r a  ( Gō  v i l l a g e ) .
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       Two  independen t  f au l t s  we re  caused  i n  t he  ea r t hquake .  The  no r the rn  

Gō - m u r a  f a u l t  h a s  a  l e n g t h  a b o u t  1 8 k m ,  t r e n d i n g  N N W- S S E  s h o w i n g  

0 . 6  m  v e r t i c a l  a n d  2 . 7  m  h o r i z o n t a l  d i s p l a c e m e n t s  i n  m a x i m u m  a t  G ō -

m u r a .  T h e  s o u t h e r n  Ya m a d a  f a u l t  h a s  a  l e n g t h  a b o u t  7  k m ,  t r e n d i n g  

E N E - W S W,  s h o w i n g  m a x i m u m  d i s p l a c e m e n t  o f  0 . 4  m  v e r t i c a l l y  a n d  

0 . 8  m  h o r i z o n t a l l y  a t  K a m i y a m a d a .  E a c h  f a u l t  w a s  c a u s e d  i n  b a s e m e n t ,  

a n d  d i s t i n c t  s l i c k e n s i d e s  w e r e  m a r k e d  i n  g r a n i t e .  

      T h e  e a r t h  m o v e m e n t s  r e g a r d i n g  t o  t h e  Ta n g o  e a r t h q u a k e  h a v e  b e e n  

c o n s i d e r e d  a s  a n  u p t h r o w  a n d  s o u t h w a r d  s h i f t  o f  t h e  w e s t  s i d e  o f  t h e  

Gō - m u r a  f a u l t ,  a n d  u p t h r o w  a n d  e a s t w a r d  s h i f t  o f  t h e  n o r t h  s i d e  o f  t h e  

Ya m a d a  f a u l t .  T h e  m o v e m e n t  i s  a  s o r t  o f  b l o c k  m o v e m e n t s  w h i c h  

i s  c o m m o n l y  p r e s u m e d  i n  t h e  v i c i n i t y  o f  t h e  Wa k a s a  b a y,  f r o m  g e o m o r-

p h o l o g i c a l ,  g e o l o g i c a l  a n d  g e o d e s i c a l  e v i d e n c e s .  

   T h e  e a r t h q u a k e  f a u l t  o f  1 9 2 7  o c c u r r e d  a l o n g  t h e  f r a c t u r e  z o n e  b e -

t w e e n  t w o  f a u l t  b l o c k s  c o m p o s e d  o f  p r e - N e o g e n e  r o c k s  ( = b a s e m e n t  

f o r m a t i o n s  a n d  g r a n i t e s ) .  T h e  d i r e c t i o n  o f  d i s p l a c e m e n t  b e t w e e n  t h e  

t w o  f a u l t  b l o c k s  m a r k e d  b y  t h e  e a r t h q u a k e  c o i n c i d e s  w i t h  t h a t  a s s u m e d  

g e o l o g i c a l l y  o r  g e o d e s i c a l l y  o r  g e o m o r p h o l o g i c a l l y.
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